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小曽木四丁目の「山神社」 

山
やまの

神社
かみしゃ

は小曽木四丁目の高徳寺東

側に位置する山の中腹にあり、参道を一

の鳥居・二の鳥居とくぐり石段を登って

いきます。市内の他の山神社は山道の傍

などに祀られた小祠が多いなか、銅葺き

屋根・周り縁付きの社殿で、社殿内と周

り縁正面の天井には、絵が描かれていま

す。社殿内の天井は格
ごう

天井
てんじょう

で、縦横５

×８で 40面の矩形
く け い

に１つずつ、青色を

背景とした円の中に、美しい彩色で四季

の植物が描かれています（写真１）。社

殿内は春・秋の年２回の祭礼時以外は閉

ざされていることが多いため、日光が遮断され良好な保存状態です。一方、周り縁正面

の天井には龍の墨絵が描かれていたようですが、外空間にあるため日光にさらされて、

龍の黒い目玉だけがかすかに見て取れる状態になっています。 

この山神社については、次の２つの史料にその歴史が記されています。 

１．『皇国地誌』（明治初期の地誌。抜粋意訳します。） 

・社地は、縦９間(約 16.4ｍ)、横８間(約 14.5ｍ)、面積 72坪。 

・元標が置かれた南小曽木村 字小蟲
こ む し

の 2831番の官有地で、松・杉・桧が鬱蒼
うっそう

と繁っ

た山の中腹にある。 

・元は「山神」といい、宿谷、浅見、近藤、高山の姓の村民 37戸の神社で、主祭神は

大山祇
おおやまつみ

の神、左側に稲荷大神、右側に八幡大神を合祀している。 

・例祭は、３月 15日、９月 19日。 

・社殿は、２間(約 3.6ｍ)に９尺(約 2.7ｍ)の大きさで、屋根は茅葺き、周り縁のある

堂造りである。 

堂内は内宮三社造りで、南向きの正面檀上に御神体として幣
へい

を祀り、格天井には四季

の草木の花の絵が、合拝天井には蟠
ばん

龍
りゅう

の墨絵がある。 

・鳥居は１基で、開きは９尺、南向きである。 

・八幡大神（主祭神・大山祇
おおやまつみ

神の右側に祀られている）にかかわる板札１枚があり、 

写真１ 山神社の格天井 



表側 「奉遷宮 正八幡大神社内繁栄守護一天治國五穀成就家内安全子孫長久」 

裏側 「明治四辛未年二月二日 南小曽木村小蟲鎮守山ノ神社 村中持 合殿持 

主宿谷庄之助 祭主御嶽山神主吉野源内藤原ノ家永」と記されている。 

・稲荷大神（主祭神・大山祇
おおやまつみ

神の左側に祀られている）にかかわる神璽箱があり、長

さ約 18㎝、幅は約 12㎝、横は約 6.5㎝の大きさである。 

表に、「神璽 京稲荷山愛染寺 武州多摩郡小蟲村中 願主宿谷郷右衛門殿」とある。 

 

２．「歴世史」（昭和 40(1965)年の神社総代・委員の名で社殿内に掲げられている板額） 

・昔、鬱蒼とした森の中に産土
うぶすな

の神として山神社の小祠が祀られた。 

・文政 13(1830)年９月 29日、茅葺き社殿と鳥居を建てた。 

・明治６(1873)年３月 15日、祭礼の旗と太鼓を整え、代々宿谷純之助宅の倉庫に保管

する。 

・明治中頃、屋根を金板に改造。 

・大正８(1919)年、二の鳥居を建設。大正 10(1921)年、参道を石畳にする。 

・昭和 22(1947)年、神殿全域の補強修理を行う。 

・昭和 33(1958)年、幟竿置場を設置。 

・昭和 40(1965)年３月 15日、約 30万円の浄財で本殿屋根を銅板に改築、回廊三方を

赤の金板に、はりめぐらす。 

・合祀  

正一位稲荷大明神 文政 13(1830)年９月 29日  

十一面観世音菩薩 明治６(1873)年３月 15日  

愛宕大神     昭和 40(1965)年３月 15日 

・祭礼 春３月 15日 秋９月 29日  

・境内 72坪 第１種国有地                             

 

以上の史料から、旧南小曽木村小蟲の産土神・鎮守様として古くから祀られてきた山

神社は、江戸時代後期の文政 13(1830)年９月 29日に、大山祇の神と稲荷大神・八幡大神

を祀る茅葺き社殿が建立されたこと、その際に四季の彩色植物画・龍の墨絵が天井に描

かれたこと、それから現在まで 190 年もの間、代々の氏子により社殿の修復・改築、鳥

居の建設、石段整備、幟・太鼓の新調などが行われて、現在に至っていることが分かり

ます。退色し易い天井絵が美しく残っているのも、そのおかげだと思われます。 

八幡大神・板札１枚・稲荷大神の神璽箱それぞれの行方、天井絵を描いた画家につい

ては、不明ですが、幟旗の揮毫者は判明しました。幟は、代々保管されることになって

いる宿谷氏宅の倉庫に保管されていて、「秋巌萩原 筆 謹書」とあることから、幕末

から明治時代にかけての書家・萩原秋巌と推定されます。 

(文責 三好ゆき江) 


